
三濃大水威研繊  

節12号：155血ユ66  

1985年10月1日  

アワビの成長に及ぼす多孔性付着用ブロック（プレ…りの影響  

堀口膏蔑・上野隆二  

三 流 大学 水 産 学 部  

Effects of Porous BIocks（P（ates）for Sett暮ement on the Growth  

Of Yoしng Abalone  

Yoshishi酢HolもiGUCITiand RyujiUBNO  
FaeⅥ托y orl？isheries，Mie Universiもy  

Stimulatory andinhibitory effects of test・block＄（pIates）for settlement on the  

gro、Ⅴとhof abalone，仇溝恒心（賄那加心卜鈷肌用軋膵VEwereinvestigated．Young abalone，  

weiglling O．2to 6，9g welte arran卵din groups of 7to17shellfislleS．and e8Ch group  

was placedin the bottom orablue cage made of polyet主1ylene resin togethel・両班0冊  

of19test・blocks（plates），WhicllWaS made or s】agパOnCrete，Sand＄tO】le，ba渕1t，Ceramics，  

bltick．tile or polynlethy‡methacrylate etc．The c哨e WaS keptilleaCh aquarium with  

cil・eulating sea water at a tempel、ature between190to21qじA certain amount of dried  

wakame，挽dαγぬpわ‡飛αg∫βdαWaS administere（lin slight excess once a day－The weigllt  

gain of eacilgrOuP WaS meaSured at hvo weekintervals，and tlle Sett】elnent rate and  

mortality were ot）SerVe（壬every day for pe】■iod50flO to 22weelこS．  

rrhe result＄Showed that eel・tain pollous tCSt・biocks（platcs）with higher water  

absor！）tion eapacity；b】ast rurIlaCe Slag．concrete．basa】t，Ceramics L ete；eXPedite tlle  

針OWth of young aba】onelVllen COmPal・ed to severalcompaぐt OIleS W川1iower water  

そIb＄OrPtion capacity：COnVerter Slag，Sandstone，Ceramics S etc．  

Key words： Gl・OlVtllOf abalone，l）OrOuS blocks   

アワビの成長は水温 桝科毎藻の櫻腰により著しく寒暖啓される（例えば酒井1962，頚鋸也等1967）。  

他方，アワビが多〈盛まる場所として過度の水深と潮流のある岩礁地階，転石地滞より岩盤地幣  

（斉藤等1965），火山岩より水成岩（猪野1966），平抱地より複雑な海底地形（井上1973）等が報告  

されており，更に骨，白色よりえんじ，灰色の付着板に好んで簸まる傾向が見出された（堀口等  

19糾）。アワビが多く墟まる場所ほその戚戌にも適すると考えられるが，付着生活の基盤となる岩  

盤が成長に影響するか否かについては自然環墟における前記の知見を除いて殆んど明らかにされ  

ていない。   

著者等は成長に及ぼす岩盤の物理・化学的性質の形響を明らかにするために，材懲の輿なる19  

秘髪斑の試験用ブロック（プレート）を用いてクロアワビ椎貝を10～22ま那胃水槽飼育し，付菊柑の   
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色私，粗密，吸水率，浸出液のp王寺と貝の増蔑率，付潜率，兜死率との関係を調べた。爽頗条件  

下において，アワビの威厳は付溶柑ク）性矧こよi）明らかに相違し，特に吸水性の殆んどない平滑  

な材質にくらべ，戎程度の吸水性を有する多孔性柑矧こよi）促進される現象を見出したのでここ  

に報告する。  

爽 験 方 法   

供託良 三蒐県栽培漁業センタ叫から提供されたグロアワビ 〃αJわょね（〃0γdoまgg）dよぶCWβ  

REmの椎貝を0．2－0．3g，0．5wO．6g，1．0鵬1．1g，2．1－2．9g，3．3…4．1g，5．5…6．7g  

の桑級別に分け，乾燥ワカメ餅料で約10日間水槽飼育したのち実験に供した。   

付着用試験プqック（プレーり 柑繋の親密や色彩の輿なる3糀類の製鉄スラグ，2械類の  

コンクリート，2穐類の水成岩と1穐贈の火成岩を用い，縦，横，高さ6酬8cmのブロックを，  

また6械戴のセラミックス械（縦6c恥 梯ま2c恥 厚さ0．4αl），1痩頬宛の煉瓦とタイル枇（6，  

16，1．4cm）， 3種歎のポリメチルメタアクリル樹脂板（6，12，0，2em）を用い・切嚢形付着棟  

をそれぞれ製作した。紙験用プロッグ（プレ仰卜）ほ渦水中に2日間，樹脂根ほアセトン中に約  

15分間浸潰して可溶成分を除去し，さらに水洗してから使用した。穴明きポリメチルメタアクリ  

ル樹脂板ほ怒径0．2mmの穴を9欄／8ぱの割合で明けた。   

吸水率の測定 水道水で水洗した各ブロック（プレート）は3日間恭磯水に夜潰したのち，5  

分間水切i）し，混盈盈（W〟）を測産する。ついで，1000cの乍鑑気乾燥機中で檀蕊に達するま  

で乾燥し，乾虚像（WD）を測定する。（WMpWD）／WDXlOOにより吸水率（％）を求めた。   

浸出液のpH測定 各ブロック（プレ岬ト）をど…か一に入れ、完全に浸るまで2－20倍蕊鼠の  

蒸留水または海水を加え，義億で2別間放讃する。TOAガラス電榛pHメ州ターを用いて各授  

出液のpHを測冤した。   

飼育方法 麗禅19cm，深さ9cmの水色ポリエチレン篭に大きさの揃ったグロアワビ椎貝の一  

定数と試験ブロック（プレート）1禰を入れ，20±10cの海水を循環させた601谷のガラス水機  

中に垂下する。1日1匝＝乾燥ワカメを投与するとともに，残鍾を除去し，各ブロック（プレート）  

の付着数，兆死数を測窟した。また，1週間に1匝＝慮過糟を洗浄し，2週間に1恒l海水入れ換え  

と蕊盈測窺を行った。   

爽験1は6爛の魔のおのおのに蔑盈1．03－1．05gの椎貝10佃，1．96002．28g5個，2．45－4．2g  

lイ軌 5．45岬6．朗gl個計17爛と転炉製鉄スラグ，高炉製鉄スラグ1，同2，コンクリ岬卜，異  

色砂岩，灰白色砂岩のうち1個を入れ，1982年8月31日から11月8日の12週間飼育した。   

実験‡！ほ6偶の篭のおのおのに最盛0．25鵬0．29gの椎貝13個と玄武岩，凝色砂岩，高炉製鉄ス  

ラグ1，同2，鉛包コンクリーh コンクリートのうち1個を入れ，1983年7月1日から11月9  

日の19週間飼育した。   

曳験fl王ほ10偶の篭のおのおのに濃盈0．52－0．55gの椎貝10個と6梯頬のセラミックス板，1種  

類の煉瓦とタイル，3稜雅のポリメチルメタアクリル娩のうち1個を入れ1984年5月17日から10  

週問，ついで各魔のプレートを入れ換えて12週間，合計22週間飼育した。  

結  果   

爽験l増盈率は1g貝で40－80％（10過問），2－7g貝で20－75％（12週間）の祇園＝こあi），  

ノト貝ほど高い傾向が見られた。各試験ブロックにおける噌盈率ほ高炉製鉄スラグ2，コンク1j－卜，   
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高炉製鉄スラグ1，転炉製鉄スラグ，黒色砂岩の順で材質の機種により著しく変化した（F短．1，  

2）。  
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2  句  6 8 10 12  

PERlOD OF CUしTURE（wEEKS）  

Fig・l・Growth ofyoung aba】one settied on five tes巨blocksina（luaria rortwelve weeks．  

Seven to seventeen sl－e＝ふC】assified aceording tobody weightas fo‡lo耶；SS，  

ユ・0…1・1g；S－2・1…2・9g；M・3・3“4・1g；L，5事5－6‘7臥Were Placedin eaeh eage  

t咽ethelt With one tes巨block andlVakame．  

Parenthesesindieateindividualnumbers usedin eaclleXPeriment．   
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F癌．き．Cumulative percent mortality of  

your咽abaIone settled on five tes卜  

b】ocks．Abbreviations are same as  

legendsin preceeding figure．  

Fig、2．A eomparison of gl・OWth of young  

abalone settledoTlfivetest岬b】ocks．  

1．Co11Verter Sl払臥2．B】astfurnace  

slagl，3・Blast fuI・naCe Slag 2・  

4．Concrete，5．Black sandstone．  

Parentheses indicilteirldividual  

numbel・S uSedin each experimenと．  

兜死率は高炉製鉄スラグ10％，偲色砂岩とコンクリ…ト10％，高炉製鉄スラグ220％，舷  

炉製鉄スラグ 30％で（Fig．3），付着率は灰白色砂岩の67％を除き84岬90％の範囲にあった  

（Fig．4）。   

実験‡IO．2g貝の増盛率は19週間で177鵬284％の矧紬こあi），各試験ブロックにおける相貌  

率ほ玄武岩，高炉製鉄スラグ2，気泡コンクリ叫ト，高炉製鉄スラグ1，コンクリ仰ト，鼠色砂  

岩の順であった（Fig．5）。艶死率ほ高炉製鉄スラグの62％を除き，15脚30％の範囲にあi）  

（Fig．6），付菊率ほいづれも92％以上であった（Fig・7）。   

実験Ilt O．5g員の増盈率は前期10週間では20…86％，プレ…トの穐類別ではタイル，えんじ色  

ポリメチルメタアクリル板，セラミックスL，岡LW，同LC，伺SW，同SC，同S，水色ポ  

リメチルメタアク】jル軋煉瓦 えんじ色の穴‡りヨきポリメチルメタアクリル板の順であった。後  

期12週間の増盈率ほ65叫270％の抱囲にあり，タイル，3株類のL糸セラミックス吸 えんじ色  

ポリメチルメタアクリル板，煉瓦 えんじ色穴明きポリメチルメタアクリル軋 3種類のS系セ  

ラミックス軋水色ポリメチルメタアクリル板の順であった（Fig．8）。兜死率ほ前期30血90％  

で煉瓦が絞も高く，S系セラミックス板，穴明きポリメチルメタアクリル板がこれについで高か  

った。後期は0鵬60％でS系セラミックス板が裔〈，他は0岬40％の範問にあった（Fig・9）。  

付着率ほ前期48州94％で，穴明きポリメチルメタアクリル板の48％が特に低く，その他は70％以  

上 後期は83】99％でいづれも商い水準にあった（Fig・10）。   
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11う4  

考  察   

亜巌1脚7gのグロアワビ椎貝17爛を1佃の篭に入れ，充分な山磯瀾のワカメを与えて，12週  

間同山グ）水槽中で飼育した結果，増菰率は20－80％の純睡＝こあり′ト貝ほど商い傾向が得られた。  

供試貝は水槽，研料等叫定条件下で飼育されたので，増発率の差は主に貝の大きさによるものと  

思われる。従ってアワビの成長を比較するにほ†供拭貝の大きさをできるだけ叫窟に捕える必要  

がある。実煉lとⅠⅠでほ供紙貝の大きさが異なるので，同じ材質の付着板でも相銀率ほ必らずし  

む脚一致Lなかったが，比較的材質の密またほ表面の平滑な砂署，転炉製鉄スラグで低く，軋また  

は多孔性の玄武乳‡牽き；炉製鉄スラグ，気泡コンクリートで高かった。爽快l・Ii・mに使用した  

i9糀薇の無機質および有機鰐付磯村明物理・化学的性質を表1に示したが，成長ほ特に付濁材の  

吸水性に深い関係を持つことが分った。  

′rai）1el．pllySicilland ellemica】】）rOPel－ties of tes巨blocks（plates）use（i  
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比較的規似した化学組成を持ち，吸水率グ）相違する材質として，転炉製鉄スラグ（吸水率0．7  

％）と高炉製鉄スラグ（3．2％），砂岩（0．8％）と玄武岩（9，2％），セラミックスS（1．1％）とL   

＝5．9％〉 を選び，それぞれのアワビ増発率を比較すると，各組とも吸水率の商い後者が前者に  

くらベ12…19週間で1．7…2．3悟商かった¢ また，アワビの成長は付瀬材質以外の諸園子によって  

も籠掩針きれる可能性があるので，それらの影響を知るため実験日において前期飼育終了後，各篭  

の試験付着板のみを入れ替えて引続き血走条件下で水槽飼育し，前後期の増幾率を比較した。Fig．  

8の結果に示される如く吸水率の商いL糸付菊板における貝の増荻率は，低吸水率のS糸にくら  

べ前・後期を通じ憤っていた。従って付菊枝の吸水性の影響；は貝群，水相の相違による膨轡にく  

らべて大きいと考えられた。しかし，貝の成艮は必ずしも付着柑の吸水率に比例しない例も見ら  

れた。例えば陶土を1，20（）℃で焼成したセラミックスSの吸水率は1．1％で，更に鋸層またはコ岬  

ヒ…豆粕を混入し焼成すると多数の孔を生じ，吸水率はSW9．9％，SC6．7％に上界し，また陶  

土に20％炭酸カルシウムを加えて1，100℃で焼成したセラミックスLの吸水率ほ15．9％で，更に  

有機物を混入し焼成するとLW32．3％，LC40．8％にそれぞれ上罰したが，炭酸カルシウム添加  

にくらべ有機物添加にともなうⅠ吸水率の増加は殆んど成反を促進しなかった。また，ポリメチル  

メタアクリル樹脂板に多数の小孔を明け吸水率を1％から18％に増加させても成長は殆んど促進  

されなかった。これらの結束ほアワビの成長が，付着板の吸水率の増加に比例して促進されるの  

でな〈，特定条件の多孔質板に限定される可能慄を示唆している。今後孔の大きさと数，膨潤性  

等の輿なる付着材について成長との関係を更に検討する必要がある。柑鷲♂）吸水率とアワビ付着  

率，粕死率の相関性は認められなかった。   

アワビは特定の有彩色・無彩色付着板に対し好雄の反応を示し，えんじ色と灰色枚に多く簾ま  

ったが（嘱目等1984），成戊に及ぼす付利仮の色彩の形弓削こついてほ明らかにされていない。今回  

の実験で，付着率の商い鼠色砂岩とえんじ色ポリメチルメタアクリル樹脂板における増蛮率は付  

着率の低い灰‡き‡色砂岩，水色ポリメチルメタアクリル板にくらべいずれも商かったが，色彩の柏  

速による成虜促進効果は多孔慄付着板のそれにくらべ弱かった。付着板の色彩とアワビ艶柁率の  

相関性は認められなかった。   

アワビは岩礁地帯の小範囲を移動するが，老成員の付着岩雨に見られる痕跡は，移動性の多少  

と深い関係があるといわれている（猪野1966）。従って，岩難から溶出する可溶成分ほ移動性の少  

ないアワビの付着，成長，兜死等に膨管する可能性がある。19種類の付着柑をそれぞれ基層水，  

海水に浸し，2日間絞出した液のpHほ前者で6．9～10．4，後者で7．8～9．0の轍鮒こあり，主とし  

て塩基催物磐の溶出が推測された。しかし，この範l姜を‡のpH変化によりアワビの付着，成長，艶  

死は殆んど膨登を受けなかった。他方，煉瓦は浸出液のpIl変化が小さいにもかわらず，前期実  

験で異状に低い増濃率，付着率と高い鞄死率を示した。焼成温度の低い煉瓦はアワビに有嘗な水  

溶成分を含有する可能性が示唆された。  

‡菜】然の生息環境におけるアワビの成長ほ比較的遅く，漁榔伊＝吸殻長10∵12cm以上に適するに  

は少なくとも4冊5年を黎する。成長関榛瀾了として従来知られている潮流，水温，糾料海藻等  

のほかに岩館の物埋・化学的性質が成長に関与することが分かったので，今後多孔性材繋による  

成良促進機構を明らかにすることにより付着材質の性能を改登し，生育期間を短縮する可能性が  

見出された。  

本研究の脚一部は‡ヨ本鋼管株式会社の受託研究鋸こより行なわれた。アワビ椎貝は三韮県栽培漁   
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部・谷川恭雄教授，三豊県無薬舐験場よりそれぞれ提供を受けた。ここに記して謝窓を愛します。  
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